
「日本は疲れています。日本は自信をなくしていま
す。日本人は彷徨い続けています。」これは，平成14

年12月に示された文化審議会答申に盛り込まれている
「大地からの手紙」という詩の冒頭である。私は，こ
の部分をよく次のように読み替え，そのあとを続
ける。
「日本の子どもは疲れています。日本の子どもは自
信をなくしています。日本の子どもは彷徨い続けてい
ます。戦後，ものを作り，ものを売って高度経済成長
を果たした日本は，この半世紀を爆走しながら，富の
代わりに何を手放し，何を見失ってきたのでしょう。
（略）おなかをすかせた心に尋ねてみましょう。「欲し
いものは何ですか？」「それは，この目に見えるもの
ですか？」」と。
今日，「豊かな心」の育成，その充実が改めて強く

求められている。「心の教育」，それはカウンセリング
的アプローチ，生徒指導的アプローチ，感性・情操教
育的アプローチ等の取組をとおして，心の安定を保ち，
その成長を支えようとするものであり，そうした各側
面からの取組が総合的に進められることで，いま求め
られている「心の教育」は全体として形づくられてい
くものといえよう。
ただ，昨今の我が国の在り様を見るに，中でも私は，

「豊かな心」の育成を考えるうえで忘れてはならないも
の，それは道徳的価値の側面からとらえた「心の教育」，

すなわちその人の「心」の大きな部分を占める「道徳
性」のはぐくみだと考えている。正しい理解に立つ道
徳教育の充実こそ，最重要課題ではないだろうか。
平成18年２月に示された中央教育審議会教育課程部
会の「審議経過報告」によれば，今回の教育内容等改
善へのキーワードは「体験」と「言葉」だという。
本来，道徳教育を進めるうえで，子どもたちの「体

験」から遊離した，あるいは子どもたちの「体験」を
視野に入れていない取組は，教育的効果を期待できな
いばかりか，本質的には存在し得ないものである。
しかしながら，「体験」だけでも十全なる道徳性の

はぐくみにはつながらないであろう。
「体験」を基盤にもたない認識は，単なる物知りに
留まりがちであり，「言葉」による知的な省察や意味
付けがなされない「体験」は，独断的なものに陥りが
ちで，真に生きてはたらく力として，子どもたちが生
きていくことを支える道徳性とはなり得まい。
「体験なき知見」，「知見なき体験」双方がかかえる
不十分性という認識に立つとき，「道徳の時間」の道
徳教育上の意義とその在るべき姿が，改めて明確にな
ってこよう。
子どもたちの「体験」をより豊かなものにし，その

「体験」にしっかり根ざした「道徳の時間」をより充
実させることをとおして，子ども一人一人の心に，真
に届き，響く道徳教育を展開していきたいものである。

－ 1－

「体験」と「言葉」を意識した道徳教育
京都市総合教育センター副所長
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題　字「所　　報」…広島市立亀崎幼稚園長　安永　智子
表紙絵「ひろしま」…広島市立本川小学校校長 奥原　球喜

『所報82号』でお知らせしましたように，今年度は７
名の先生方が研究員として１年間教育研究に取り組ま
れています。今回は，研究員の研究内容の概略をお知
らせします。

国語科教育：児玉　敬子（中筋小学校）
小学校国語科においてことばを大切にし，伝え合う力を
育成する指導法の工夫に関する研究

道徳教育：野上　真二（日浦小学校）
道徳的価値の自覚を深めさせるための指導法に関する研究
－「道徳の時間」の表現・交流を通して－

特別活動：岡田　由佳（三篠小学校）
自己の生き方を考え，実践していく力をはぐくむための
学級活動の指導法に関する研究
－自己理解を深める活動を通して－

特別支援教育：牛尾　泰久（己斐上小学校）
特別な教育的ニーズのある児童に対する支援に関する研究
－マネジメントサイクルに基づく個別の指導計画による
実践を通して－

情報教育：宇田　昭史（古田中学校）
情報活用の実践力（判断・処理能力）を高める指導法に
関する研究
－中学校国語科における学習活動の工夫を中心に－

英語科教育：小茂田由美（美鈴が丘高等学校）
高等学校英語科における自由英作文の指導法に関する研究
－読んで理解しやすい文章の要件の意識化を通して－

幼稚園教育：江村美紀子（船越幼稚園）
友達とのかかわりの中で幼児が自分らしさを発揮できる
ようになるための教師の援助の在り方について
－遊びの場面における幼児のよさの共化を通して－

●研究員研究の紹介●

今年度，教育センターでは，研究協力校や研究協力員
の先生方に，データの収集や授業実践等の協力をお願
いしながら，以下の三つの研究に取り組んでおります。

●指導主事研究の紹介●

教育センターでは，先生方の少人数グループによる自
主的な教育研究がより充実したものになるよう支援して
います。具体的には以下のような支援をしています。
①研究に係る奨励金の交付
②研究内容・研究方法等についての相談
③研究内容に係る教育情報の提供
今年度は，８グループが次の題目で研究に取り組ま

れています。（平成18年６月～平成19年２月）

●広島市学校教育研究グループ活動奨励事業 ●

研 究 主 題
研究のねらい

担当指導主事

少人数学級における
教育指導の工夫改善
に係る実践研究Ⅱ

「少人数教育のよさ」を生かし
た教育指導のさらなる具体化を
目指して，「少人数教育のよさ」
が機能している場面における教
師の支援について，児童生徒の
様子と関連付けながら分析・考
察し，「少人数教育のよさ」を生
かした教育指導の要件を探ると
ともに，工夫改善の視点を明ら
かにします。

藤　村　和　彦
島　本　圭　子
正　原　直　行
山　領　　　勲

授業研究ハンドブックⅢ
（授業力を高めるため
の自己研修の進め方）

教員が自らの「授業力」を向
上していくためには，個々の教
員一人一人が，自らの課題を明
確にし，その課題の解決に向け
て自己研究・自己研鑽を重ねて
いくことが大切です。
そこで本研究では，授業力を
高めるための自己研修の進め方
について研究を行い，その成果
をハンドブック形式にまとめて
年度末に発行する予定です。

堂　道　和　雄
水ノ上　俊　一
清　水　　　剛
堂　鼻　康　晴

教育用コンテテンツの
開発・作成に係る実
践的研究Ⅲ

情報機器等の授業活用の推進
を図り，各学校の教育活動の充
実に資するため，本年度は「映
像化」をキーワードとして，中
学校の国語科や技術・家庭科の
技術分野及び，特別支援教育に
係る教育用コンテンツの開発・
作成を行い，年度末に内部Web

ページで公開する予定です。

住　吉　　　磨
岩　田　浩　一

■言語技術能力を育てる授業展開の工夫
国語科授業を考える会

■聴く力，伝える力の育成を目指して
－アサーティブな子どもを育てる－　　　　　吉島東AP

■新聞を授業で効果的に活用する方法を探る
NIE  フレンド シップ セブン

■国語科における読み取る力を伸ばす指導法に関する研究
落合東小国語研究会

■総合学習における国際理解学習の教材開発
国際理解研究サークル

■確かな学力を育む授業の創造
広島市立安佐南中学校研究推進委員会

■豊かな感性と創造性を育てる
－音楽活動を中心に－ わくわく・うきうき研究会
■伝承文化であるわらべうた遊びを，保育に継続して取り
入れる効果を探る（２年次） わらべうた遊びの研究
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教育センターでは，他者を思いやる温かい気持ちを
もつことや，望ましい人間関係を築くことなど，「豊
かな心」を，子どもたちにはぐくむことが喫緊な課題
と考え，「豊かな心」をはぐくむことの根幹として位
置付けられている道徳の時間の指導法に関する研究を
行いました。具体的には，自分の思いや気持ちを表出
したり，話し合うための基礎資料としたり，気持ちの
変容を振り返ったりすることなどを目的とした書く活
動に視点を当てて研究を進めました。
道徳の時間における書く活動の意義を教師の立場か
ら整理すると次のようなまとめ方が考えられます。

書く活動の意義をふまえ，本研究は指導過程に即し
て，書く活動に着目したモデルを示しました（図１）。

図１で示した道徳の時間における指導過程に書く活
動を位置付けたモデルに基づいて実践し，実践事例の
分析・考察を行いました。
1 実践事例１－小学校（第５学年）－
Ａ小学校での道徳の時間の指導過程における書く活
動の位置付けは次のとおりです（図２）。

Ａ小学校では，全児童を対象として７月と12月に，
道徳の時間についてのアンケートを実施しており，
「道徳の時間は自分にとってためになりますか」とい
う項目については次のとおりでした(図３)。

2 実践事例２－中学校（第１学年）－
Ｂ中学校では道徳の時間にロールプレイ，ディベー

トと書く活動を位置付けました（表１）。

ロールプレイ，ディベートと書く活動によって，討
論後，他者の視点を得た生徒自身が，より大きな枠組
みの中で課題解決を図り，よりよい価値を選び取ろう
とする記述を読み取ることができました。

詳細については，各校・園に配布済みの『研究紀要
第26号』にまとめています。また，教育センターの内部
Webページでもご覧頂けますので，ぜひご活用ください。
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・一人一人の子どもの思いや考え方を把握し，
個別的な指導につなぐことができる。
→　個に応じた指導

・発言力を持った子どもを中心とした話し合い
になりやすい授業に変化を与え，多様な子ど
もの思いや考えを取り上げることができる。
→　個を生かす指導

・ねらいにせまる書く活動を指導過程の中に適
宜組み入れることにより，道徳の時間におけ
る評価の活動を充実させることができる。
→　評価の観点の明確化

図１　道徳の時間における指導過程と書く活動の位置付け

図２　道徳の時間の指導過程

図３ 「道徳の時間は自分にとってためになりますか」

表１　具体的な指導法の工夫・内容
指　導　法 内　　　　容

Ａ ネームプレート 個人名の入ったマグネット付きのプレートを，黒板上に示された座標の上に貼り付ける。
そのことによって，自分の判断の度合いを他者と比較しながら確認することができる。

Ｂ 意思表示カード 二色のカードを生徒に配付し，自分の意思を表示させることにより，全員が主体的に自
己の意思を表出することができる。

Ｃ 討 論 登場人物の行為について「賛成・反対」の立場から討論を行うことにより，話し合いを
活性化させることができる。

Ｄ ロールプレイ 生徒と教師，あるいは生徒と生徒がロールプレイを行うことにより，登場人物の心情理
解を深めることができる。

Ｅ ロールプレイ・
ディベート

グループでの話し合いの時，あるテーマについて異なる二つの立場に分かれて話し合い，
途中で立場を交代してさらに話し合いを行う。異なる立場を模擬体験することにより、生
徒の考えを深めることができる。

Ｆ 話 し 合 い 小グループでの話し合いを授業に取り入れることにより，自分の意見を分かりやすく伝
える力や，お互いの意見を聞く力を養う。

Ｇ「書く」活動
グループでの話し合いや自分の意見を言う前後に，ワークシートに「書く」作業を取り
入れることで、自分の考えを持ったり，振り返ったりすることを容易にし，深めることが
できる。



全国の政令指定都市（現在15都市）が加盟している

指定都市教育研究所連盟は，過去40年間以上にわたり

喫緊な教育課題を研究主題に掲げ，その解明をめざし

て，政令指定都市に居住する子どもたち（小学校４年

生，６年生，中学校２年生）の姿（実態）と思い（意

識）について調査研究を行ってきました。

第14次の共同研究（平成15～17年度）では，「教育

の確かな営みを推し進めていくために」という研究主

題のもと，子どもたちの①「家庭・地域社会における

生活」，②「家庭・地域社会における学習」，③「学校

における生活」，④「学校における学習」という四つ

の視点で調査研究を行いました。さらに今後の研究の

柱には経年比較を加え，継続的に子どもたちの姿と思

いを追究していくことにしました。

第14次共同研究の結果は，報告書『教育の確かな営

みを推し進めていくために』として今春に各学校・園

に配布させていただきました。ここでは，報告書の中

からいくつか特徴的な結果を紹介します。

1 家庭での会話が子どもにもたらすもの（「第１章

家庭・地域社会における生活」より）

このグラフからは，家の人との会話の機会が多い子

どもほど，学校での学習について「努力したら，でき

る」，「努力したら，ある程度できる」と思う傾向があ

ることがわかります。この結果の他に，家の人との会

話の機会が多い子どもほど，学校生活に満足する傾向

や，授業の理解も高くなる傾向がみられました。生活

の基盤である家庭が，会話を通して子どもの思いなど

を受けとめることで，子どもは自己の可能性を信じる

ことができるようになると考えます。

学校は，子どもがより自己の可能性を信じることが

できるようにする手立てとして，家庭にこの結果や子

どもの学校での様子を細やかに伝えて，家族の会話を

啓発してみてはいかがでしょうか。

2 公共物の扱い方は子どもの心の状態を表すバロメ

ーター（「第３章　学校における生活」より）

このグラフからは，そうじ道具などみんなで使う物

（公共物）を「大切にあつかっていない」と思ってい

る子どもほど，学校での学習で苦手なものは「努力し

ても，できない」と思う傾向があることがわかります。

ただし，公共物の扱い方は，子どものその時々の心の

状態にも左右されています。

われわれ教師は，公共物の扱い方が気になる子ども

に対して注意するだけでなく，学習の悩みなどに耳を

傾け，自己の可能性が自覚できるよう支援することも

大切なのではないでしょうか。

3 教師の姿勢が子どもにもたらすもの（「第４章

学校における学習」より）

このグラフからは，学校での学習について「努力し

たら，できる」と思う子どもほど，学級担任の先生は

自分の話を「聞いてくれている思う」と答えているこ

とがわかります。

子どもが自己の可能性を信じるようになるために，

われわれ教師には，家庭とともに，まず，よい聞き手

となるなど，しっかりとかかわることが求められてい

るのではないでしょうか。

－ 3－－ 4－

「自分の可能性に対する認識」と「家の人との会話の機会」

「自分の可能性に対する認識」と「公共物の扱い」

「先生は話を聞いてくれるか」と「自分の可能性に対する認識」

報告書には，他にも多くの調査研究の結果を
載せています。教育センターの内部Webページ
でも全文を紹介していますので，是非ご覧いた
だき，ご活用ください。
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ただし，公共物の扱い方は，子どものその時々の心の

状態にも左右されています。

われわれ教師は，公共物の扱い方が気になる子ども

に対して注意するだけでなく，学習の悩みなどに耳を

傾け，自己の可能性が自覚できるよう支援することも

大切なのではないでしょうか。

3 教師の姿勢が子どもにもたらすもの（「第４章

学校における学習」より）

このグラフからは，学校での学習について「努力し

たら，できる」と思う子どもほど，学級担任の先生は

自分の話を「聞いてくれている思う」と答えているこ

とがわかります。

子どもが自己の可能性を信じるようになるために，

われわれ教師には，家庭とともに，まず，よい聞き手

となるなど，しっかりとかかわることが求められてい

るのではないでしょうか。

－ 3－－ 4－

「自分の可能性に対する認識」と「家の人との会話の機会」

「自分の可能性に対する認識」と「公共物の扱い」

「先生は話を聞いてくれるか」と「自分の可能性に対する認識」

報告書には，他にも多くの調査研究の結果を
載せています。教育センターの内部Webページ
でも全文を紹介していますので，是非ご覧いた
だき，ご活用ください。



－ 5－

COLUMN 

教育センターでは，他者を思いやる温かい気持ちを
もつことや，望ましい人間関係を築くことなど，「豊
かな心」を，子どもたちにはぐくむことが喫緊な課題
と考え，「豊かな心」をはぐくむことの根幹として位
置付けられている道徳の時間の指導法に関する研究を
行いました。具体的には，自分の思いや気持ちを表出
したり，話し合うための基礎資料としたり，気持ちの
変容を振り返ったりすることなどを目的とした書く活
動に視点を当てて研究を進めました。
道徳の時間における書く活動の意義を教師の立場か
ら整理すると次のようなまとめ方が考えられます。

書く活動の意義をふまえ，本研究は指導過程に即し
て，書く活動に着目したモデルを示しました（図１）。

図１で示した道徳の時間における指導過程に書く活
動を位置付けたモデルに基づいて実践し，実践事例の
分析・考察を行いました。
1 実践事例１－小学校（第５学年）－
Ａ小学校での道徳の時間の指導過程における書く活
動の位置付けは次のとおりです（図２）。

Ａ小学校では，全児童を対象として７月と12月に，
道徳の時間についてのアンケートを実施しており，
「道徳の時間は自分にとってためになりますか」とい
う項目については次のとおりでした(図３)。

2 実践事例２－中学校（第１学年）－
Ｂ中学校では道徳の時間にロールプレイ，ディベー

トと書く活動を位置付けました（表１）。

ロールプレイ，ディベートと書く活動によって，討
論後，他者の視点を得た生徒自身が，より大きな枠組
みの中で課題解決を図り，よりよい価値を選び取ろう
とする記述を読み取ることができました。

詳細については，各校・園に配布済みの『研究紀要
第26号』にまとめています。また，教育センターの内部
Webページでもご覧頂けますので，ぜひご活用ください。

－ 2－

・一人一人の子どもの思いや考え方を把握し，
個別的な指導につなぐことができる。
→　個に応じた指導

・発言力を持った子どもを中心とした話し合い
になりやすい授業に変化を与え，多様な子ど
もの思いや考えを取り上げることができる。
→　個を生かす指導

・ねらいにせまる書く活動を指導過程の中に適
宜組み入れることにより，道徳の時間におけ
る評価の活動を充実させることができる。
→　評価の観点の明確化

図１　道徳の時間における指導過程と書く活動の位置付け

図２　道徳の時間の指導過程

図３ 「道徳の時間は自分にとってためになりますか」

表１　具体的な指導法の工夫・内容
指　導　法 内　　　　容

Ａ ネームプレート 個人名の入ったマグネット付きのプレートを，黒板上に示された座標の上に貼り付ける。
そのことによって，自分の判断の度合いを他者と比較しながら確認することができる。

Ｂ 意思表示カード 二色のカードを生徒に配付し，自分の意思を表示させることにより，全員が主体的に自
己の意思を表出することができる。

Ｃ 討 論 登場人物の行為について「賛成・反対」の立場から討論を行うことにより，話し合いを
活性化させることができる。

Ｄ ロールプレイ 生徒と教師，あるいは生徒と生徒がロールプレイを行うことにより，登場人物の心情理
解を深めることができる。

Ｅ ロールプレイ・
ディベート

グループでの話し合いの時，あるテーマについて異なる二つの立場に分かれて話し合い，
途中で立場を交代してさらに話し合いを行う。異なる立場を模擬体験することにより、生
徒の考えを深めることができる。

Ｆ 話 し 合 い 小グループでの話し合いを授業に取り入れることにより，自分の意見を分かりやすく伝
える力や，お互いの意見を聞く力を養う。

Ｇ「書く」活動
グループでの話し合いや自分の意見を言う前後に，ワークシートに「書く」作業を取り
入れることで、自分の考えを持ったり，振り返ったりすることを容易にし，深めることが
できる。



「日本は疲れています。日本は自信をなくしていま
す。日本人は彷徨い続けています。」これは，平成14

年12月に示された文化審議会答申に盛り込まれている
「大地からの手紙」という詩の冒頭である。私は，こ
の部分をよく次のように読み替え，そのあとを続
ける。
「日本の子どもは疲れています。日本の子どもは自
信をなくしています。日本の子どもは彷徨い続けてい
ます。戦後，ものを作り，ものを売って高度経済成長
を果たした日本は，この半世紀を爆走しながら，富の
代わりに何を手放し，何を見失ってきたのでしょう。
（略）おなかをすかせた心に尋ねてみましょう。「欲し
いものは何ですか？」「それは，この目に見えるもの
ですか？」」と。
今日，「豊かな心」の育成，その充実が改めて強く

求められている。「心の教育」，それはカウンセリング
的アプローチ，生徒指導的アプローチ，感性・情操教
育的アプローチ等の取組をとおして，心の安定を保ち，
その成長を支えようとするものであり，そうした各側
面からの取組が総合的に進められることで，いま求め
られている「心の教育」は全体として形づくられてい
くものといえよう。
ただ，昨今の我が国の在り様を見るに，中でも私は，

「豊かな心」の育成を考えるうえで忘れてはならないも
の，それは道徳的価値の側面からとらえた「心の教育」，

すなわちその人の「心」の大きな部分を占める「道徳
性」のはぐくみだと考えている。正しい理解に立つ道
徳教育の充実こそ，最重要課題ではないだろうか。
平成18年２月に示された中央教育審議会教育課程部
会の「審議経過報告」によれば，今回の教育内容等改
善へのキーワードは「体験」と「言葉」だという。
本来，道徳教育を進めるうえで，子どもたちの「体

験」から遊離した，あるいは子どもたちの「体験」を
視野に入れていない取組は，教育的効果を期待できな
いばかりか，本質的には存在し得ないものである。
しかしながら，「体験」だけでも十全なる道徳性の

はぐくみにはつながらないであろう。
「体験」を基盤にもたない認識は，単なる物知りに
留まりがちであり，「言葉」による知的な省察や意味
付けがなされない「体験」は，独断的なものに陥りが
ちで，真に生きてはたらく力として，子どもたちが生
きていくことを支える道徳性とはなり得まい。
「体験なき知見」，「知見なき体験」双方がかかえる
不十分性という認識に立つとき，「道徳の時間」の道
徳教育上の意義とその在るべき姿が，改めて明確にな
ってこよう。
子どもたちの「体験」をより豊かなものにし，その

「体験」にしっかり根ざした「道徳の時間」をより充
実させることをとおして，子ども一人一人の心に，真
に届き，響く道徳教育を展開していきたいものである。

－ 1－

「体験」と「言葉」を意識した道徳教育
京都市総合教育センター副所長

巻 頭 言

○巻頭言 ……………………………………… P.１
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○研修講座だより② ………………………… P.４
○内部Webページの紹介・コラム ………… P.５
○教育センターひろば ……………………… P.６
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題　字「所　　報」…広島市立亀崎幼稚園長　安永　智子
表紙絵「ひろしま」…広島市立本川小学校校長 奥原　球喜

『所報82号』でお知らせしましたように，今年度は７
名の先生方が研究員として１年間教育研究に取り組ま
れています。今回は，研究員の研究内容の概略をお知
らせします。

国語科教育：児玉　敬子（中筋小学校）
小学校国語科においてことばを大切にし，伝え合う力を
育成する指導法の工夫に関する研究

道徳教育：野上　真二（日浦小学校）
道徳的価値の自覚を深めさせるための指導法に関する研究
－「道徳の時間」の表現・交流を通して－

特別活動：岡田　由佳（三篠小学校）
自己の生き方を考え，実践していく力をはぐくむための
学級活動の指導法に関する研究
－自己理解を深める活動を通して－

特別支援教育：牛尾　泰久（己斐上小学校）
特別な教育的ニーズのある児童に対する支援に関する研究
－マネジメントサイクルに基づく個別の指導計画による
実践を通して－

情報教育：宇田　昭史（古田中学校）
情報活用の実践力（判断・処理能力）を高める指導法に
関する研究
－中学校国語科における学習活動の工夫を中心に－

英語科教育：小茂田由美（美鈴が丘高等学校）
高等学校英語科における自由英作文の指導法に関する研究
－読んで理解しやすい文章の要件の意識化を通して－

幼稚園教育：江村美紀子（船越幼稚園）
友達とのかかわりの中で幼児が自分らしさを発揮できる
ようになるための教師の援助の在り方について
－遊びの場面における幼児のよさの共化を通して－

●研究員研究の紹介●

今年度，教育センターでは，研究協力校や研究協力員
の先生方に，データの収集や授業実践等の協力をお願
いしながら，以下の三つの研究に取り組んでおります。

●指導主事研究の紹介●

教育センターでは，先生方の少人数グループによる自
主的な教育研究がより充実したものになるよう支援して
います。具体的には以下のような支援をしています。
①研究に係る奨励金の交付
②研究内容・研究方法等についての相談
③研究内容に係る教育情報の提供
今年度は，８グループが次の題目で研究に取り組ま

れています。（平成18年６月～平成19年２月）

●広島市学校教育研究グループ活動奨励事業 ●

研 究 主 題
研究のねらい

担当指導主事

少人数学級における
教育指導の工夫改善
に係る実践研究Ⅱ

「少人数教育のよさ」を生かし
た教育指導のさらなる具体化を
目指して，「少人数教育のよさ」
が機能している場面における教
師の支援について，児童生徒の
様子と関連付けながら分析・考
察し，「少人数教育のよさ」を生
かした教育指導の要件を探ると
ともに，工夫改善の視点を明ら
かにします。

藤　村　和　彦
島　本　圭　子
正　原　直　行
山　領　　　勲

授業研究ハンドブックⅢ
（授業力を高めるため
の自己研修の進め方）

教員が自らの「授業力」を向
上していくためには，個々の教
員一人一人が，自らの課題を明
確にし，その課題の解決に向け
て自己研究・自己研鑽を重ねて
いくことが大切です。
そこで本研究では，授業力を
高めるための自己研修の進め方
について研究を行い，その成果
をハンドブック形式にまとめて
年度末に発行する予定です。

堂　道　和　雄
水ノ上　俊　一
清　水　　　剛
堂　鼻　康　晴

教育用コンテテンツの
開発・作成に係る実
践的研究Ⅲ

情報機器等の授業活用の推進
を図り，各学校の教育活動の充
実に資するため，本年度は「映
像化」をキーワードとして，中
学校の国語科や技術・家庭科の
技術分野及び，特別支援教育に
係る教育用コンテンツの開発・
作成を行い，年度末に内部Web

ページで公開する予定です。

住　吉　　　磨
岩　田　浩　一

■言語技術能力を育てる授業展開の工夫
国語科授業を考える会

■聴く力，伝える力の育成を目指して
－アサーティブな子どもを育てる－　　　　　吉島東AP

■新聞を授業で効果的に活用する方法を探る
NIE  フレンド シップ セブン

■国語科における読み取る力を伸ばす指導法に関する研究
落合東小国語研究会

■総合学習における国際理解学習の教材開発
国際理解研究サークル

■確かな学力を育む授業の創造
広島市立安佐南中学校研究推進委員会

■豊かな感性と創造性を育てる
－音楽活動を中心に－ わくわく・うきうき研究会
■伝承文化であるわらべうた遊びを，保育に継続して取り
入れる効果を探る（２年次） わらべうた遊びの研究


